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∂p(I,i)∂≠ニー<〟(≠)>∂p(Z,i) ∂ ,_∂p(I,i)+重 (D∂Z ∂Z ) Z,≠>O, (2.1)














但し, kB :Boltzmann定数, T:絶対温度, n:粒子質量,
R(i):揺動力, γ:まさつ係数
であり, ♂(I)はDiracのデルタ関数を示す｡
Brown粒子の位置 Z での分散<(Az)2>は, (2.3)及び(2.4)式を考慮することによって
求められる｡
<(Az)2-<Z2>-<Z>2
- 2(堤 )i(1一 言 [- exp(-上 目 ])r ､ rt m




















･V(-),g )-£ [D'p)･塑 ],dz
< u(-)>ニー苧 (文献 1)参照)･
(2.7)及び(3.1)式から
･& p(Z)- +lp(Z))誓 -C, C-任意定数
(3.1)
(3.2)
(3･2)式において従来のカノニカル分布 (i-o), p(Z)-p｡PXp(-β7ngZ), (p.-P(0),
したがって(3.2)式の解は遂次近似によって
pk)/p.-exp(lp.一極 Zト (}p.)(p(Z)/p｡)2一意 (lp.)2(p(Z)/p.)3･･---
-exp(lp｡-p-gZ)(1-(^p｡)exp (lp｡-Pn9Z上 方 (lp.)2
























-掌 [1+exp(-p-gh)] , p-g hS> 1






























= __ -_II IL~ 二 II--
, PTngh≫ 112
(4.6)
(4.7)
線形項の影響がIpoとして含まれ,それによって重力ポテンシャルの期待値<7ngZ>が kBT
からいかにずれてくるかを示しているもわと考えられる.5)
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